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（単位：億円）

再シミュレーション期間

（令和６～２８年度）

将来経費シミュレーション（建物・都市基盤施設）

計画策定時（平成29年3月時点） 令和2年2月時点 令和2年9月時点

将来経費シミュレーション（令和６～２８年度年平均）

緊急的な対応期間

（令和２～５年度）

令和元年８月時点

＜財政目標との乖離状況：年平均約５３億円＞

↓以下の要因により、現計画の財政目標から≪年平均約５３億円増≫

①工事積算単価の上昇 ：年平均 約 ８億円

②維持管理経費の上昇 ：年平均約２０億円

③単価設定の細分化 ：年平均約１５億円

④現計画上、経費抑制策として具体化すべき取組み：年平均約１０億円

（標準設計仕様の見直しによる面積縮減、維持管理経費の抑制など）

※④には、改修工事内容の見直しによる抑制額(▲年平均約１７億円)を反映

令和２年２月時点（素案策定時）

約５８０億円（現計画との乖離＋３０億円）

令和元年８月時点より、▲２３億円
⇒

令和２年９月時点

約５８４億円（現計画との乖離＋３４億円）

令和２年２月時点より、＋４億円
⇒現計画の財政目標

約５５０億円

令和２年９月時点

＜財政目標との乖離状況：年平均約３４億円＞

↓以下の要因により令和２年２月時点（素案策定時）から≪年平均約４億円増≫

①本庁舎整備のスケジュール変更及び新型コロナウイルス感染症拡大に伴う

緊急見直しによる改築・改修の一部先送りによる影響 ：年平均約２億円

②新公会計制度導入による施設経費の算出精度向上に伴う学校施設等の維持管理

経費の増 ：年平均約２億円

令和２年度緊急見直し等の削減見込みの反映

・緊急見直しによる一部公共施設の改築・改修の先送り

（梅丘図書館、弦巻中学校等）

・本庁舎整備にかかる経費縮減とスケジュールの見直し

⇒
令和元年８月時点

約６０３億円（現計画との乖離＋５３億円）

現計画より、＋５３億円

令和２年２月時点（素案策定時）

＜財政目標との乖離状況：年平均約３０億円＞

↓以下の新たな経費抑制策により≪年平均約２３億円の減≫

①重点方針に基づく取組み：▲年平均約９億円

・標準設計仕様の見直し ：▲年平均約5.6億円

・改修工事内容の更なる見直し：▲年平均約1.6億円

・維持管理経費の抑制 ：▲年平均約1.8億円

※改修工事内容の見直しによる抑制額(年平均約１７億円)を除く

②取組み状況等の反映 ：▲年平均約１４億円

・学校改築・改修時期の平準化：▲年平均約5.7億円

・新庁舎の維持管理経費 ：▲年平均約7.0億円

・区立保育園の再整備 ：▲年平均約1.5億円 など


